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はじめに 
 
スウェーデンのヨーテボリ大学に本拠を置く V-Dem（Varieties of Democracy）研究所から今年発












同じく V-Dem のレポートによると、たとえば過去 10 年の自由民主主義指標（Liberal Democracy 
Index）の変化でみると、ブラジル、ドミニカ共和国、エクアドル、ニカラグア、ベネズエラの国々
において、その数値の低下がみられたという。しかも、自由民主主義指標の算定基礎であるメイ












2016 年に開始された「多様な民主主義（V-Dem）」プロジェクトは、1789 年から 2017 年にかけ
ての、世界 201 カ国（すでに存在しない国を含む）、1900 万のデータを収める、民主主義体制の最
大のデータセットを作成する試みである。これには 3000 名以上の各国の専門家や研究者が携わ
                                                        















進した国々の数とちょうど同数で、こうした事態は 1979 年以来発生していないという。 
V-Dem の最重要指標はすでに言及した自由民主主義指標であるが、いわゆる「民主主義の第三
















Dem の報告書同様に、ここ 10 年の自由民主主義指標の変遷をみておく（図 2～5）。ここでは便宜
的に、南米南部諸国＋メキシコ（図 2）、アンデス諸国（図 3）、中米諸国（図 4）、そしてカリブ海
諸国（図 5）に分けた。なお、この指標だけでなく以下に示すいずれの指標も「０～１」はその程
度が「低い～高い」を表している。すでに言及したとおり、V-Dem のレポートによると［V-Dem2018, 
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傾向がここ 2、3 年ではじまったようである。エクアドルではコレア（Rafael Correa）政権期（2007































































サンディニスタ民族解放戦線（Frente Sandinista de Liberación Nacional：FSLN）が 2007 年から政権
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低下したが、これは、ここ数年でますます市民社会組織やメディアに対する政府からの締め付け







る与党 FSLN の議席占有率は 2006 年の 38%から、2011 年は 61%、2016 年には 66%と選挙を経る
























                                                        
2 https://www.el19digital.com/articulos/ver/titulo:48926-fsln-tendra-71-diputados-ante-la-asamblea-nacional-y-15-ante-el-
parlacen（2018 年 11 月 5 日アクセス） 
3 https://www.stereo-romance.com/sociedad/3770-asamblea-nacional-elige-a-gustavo-porras-como-presidente.html（2018 年
11 月 5 日アクセス） 
4 この改革には、たとえば保険料の引上げや年金支給額を 5 %削減することなどが盛り込まれていた。 
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陣」へと変化していった。こうした状況を憂慮したカトリック司教会議（Conferencia Episcopal de 
Nicaragua）は、5 月半ばから、オルテガ政権と、学生団体や市民社会組織により結成された「正義
と民主主義に向けた市民同盟（Alianza Cívica por la Justicia y la Democracia）」との対話の場を設け















まとなっている［LNWR, 26 July 2018］。 
また 7 月末には、国内外の「安全保障」の区別を廃し、政府が脅威とみなす人物や組織に対し
ては、自由裁量で取り締まれる権限が盛り込まれた通称・反テロ法（Ley contra el Lavado de Activos、 
el financiamiento al terrorismo y el financiamiento a la proliferación de armas de destrucción masiva）が施
行されたが、「公的秩序」や「テロ」といった重要概念の曖昧さから、専門家や人権団体から、政
府の恣意的な逮捕が増加するのではとの懸念が表明された［El Nuevo Diario,17 Julio 2018］。実際
これを機に政府は、国家警察や与党系の武装組織を活用して抗議デモを直接潰し、道路封鎖嚢や
バリケードを破壊するのに加えて、この法律を盾に、反政府デモを「犯罪化（criminalize）」し、そ






のため派遣されていた国連人権高等弁務官事務所（United Nations Office of the High Commissioner 
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for Human Rights：OHCHR)の調査団を国外追放したり、アメリカ政府から制裁を受けている政府
高官（たとえば国家警察長官ら）を昇進させるなどして反抗姿勢を示した。 
9 月から 10 月にかけても引き続き、政府側も反政府側もそれぞれの大義や正統性を掲げて集会











それどころか、オルテガ政府は、そうして「暗躍」する教会関係者ら（Monsignor Silvio Báez など）
を「陰謀論者、テロリスト、クーデターの首謀者」として誹謗中傷を浴びせた［LNDR, 15 October 





ているとは思えない内容だという［LNWR, 15 November 2018］。また、すでにふれた反テロ法など、
最近整備されたさまざまな治安関連法での用語の曖昧さが大いに懸念を引き起こしていることも
あり、新たな法の整備が、国家警察の恣意的な取り締まりや逮捕、越権行為や弾圧をさらに助長
するだけではと不安の声も上がっている［LNDR, 9 November 2018］。 
なお、本稿執筆時点（11 月中旬）では、国内外の人権団体の報告では最大で 500 数十人、政府
発表でも約 200 人に上る死亡がすでに確認されており、また反政府組織によれば政治犯として 600
人近くの人々が不当に拘留されているという。また、ニカラグア国内の騒乱が長引くにつれ、と
くに隣国コスタリカへの避難民問題も大きくなりつつあり、アムネスティの報告書（Instilling 
Terror, From Lethal Force to Persecution in Nicaragua）によれば、2018 年 9 月までに約 5 万 2000 人
のニカラグア人が保護を求めてコスタリカに逃れて滞留し、今後ますますの増加と地元住民やよ
り広くコスタリカ国民との軋轢が懸念されている。 











ているなかで［La Jornada, 9 noviembre de 2018］、オルテガ夫妻ら権力者が、市民からの要求を拒
絶する一方で警察の「軍隊化」や若者たちの教化を進め、自らの権力保持にますます頑なになっ













この国では 2017 年２月に総選挙が行われ、同４月の決選投票で与党･祖国同盟（Alianza PAIS）










され、その後、エクアドル最高裁判所（Corete Nacional de Justicia: CNJ）からグラスに対して出国
禁止命令が下された。10 月初旬には、同じく汚職嫌疑がかけられていた彼の叔父リカルド･リベ
ラとともに、予防拘留命令（orden de prision preventiva)が下され、キト拘置所への移送・勾留がな
された。グラスの拘置所への勾留により、一時的に副大統領が不在となったが、憲法規定に則っ




6 2017 年選挙の詳細については上谷［2017］。 
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（2）国民投票の実施と与党 PAIS の分裂 
2017 年 10 月はじめにモレノ大統領は、公営テレビ局の放送を通じて、さまざまな問題解決に
向けて国民の意思を直接問うべく国民投票（consulta popular）を実施すると表明した。そこでは、
憲法改正事項として、①汚職政治家の政治活動の禁止、②公職者の再選への制限（再選は一度ま
で）、③市民参加･社会統制審議会（Consejo de Participación Ciudadana y Control Social：CPCCS）の








「中央選管」）に対し 2018 年 2 月初旬の国民投票の実施を指示したが、この措置については、コ
レアや与党内のコレア派の人々から「違憲」「クーデター」だとして非難がなされた。 
                                                        
7 この機関は、統治の透明性と社会統制を目的として 2008 年憲法によって新たに設置されたエクアドル政治おけ
る「第 4 の権力」であるが、その構成員（審議員や審議員長）は一般市民のなかから選抜試験と面接で選ばれる
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そしてまさにこの国民投票の是非をめぐって与党 PAIS 内の不協和音が広がっていく。まず 10
月 23 日、モレノ大統領は、与党 PAIS 幹部の人事異動を断行し、コレア派の中心人物であるパテ




（31 日夜）、PAIS 執行部内のコレア派の一団が、モレノの PAIS 代表としての資格を剥奪し、新代
表としてパティーニョ元第二副党首を据えるとの声明を出した。これを受けてモレノは、この声
明の効力について（政党の各種認証を行う）中央選管に訴え、同審議会はそれが効力をもたない















































ア所有者を委縮させた経済的罰則規定などの廃止が盛り込まれる予定である［El Telegrafo, 14 de 
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きは、暫定 CPCCS の権限逸脱や政治的パージ・迫害だとの批判が（とくにコレア支持者のあいだ
から）なされた。なお、2019 年 3 月 23 日に実施される統一地方選挙と同時に行われる新生 CPCCS













べく、エクアドル最大の中央労組（Frente Unitario de Trabajadores：FUT）が大規模な動員を仕掛け
るなど、早くもこうしたジレンマの兆候がみえ始めたモレノ政権にとっては、今後、国政の舵取






ブラジルの選挙民主主義および自由指標に関しては、1985 年から 1990 年にかけてのいわゆる
民主体制の定着期に大きく改善されて以降、ほぼ変化なく推移していた。しかし、前者の指標に
関しては、まずその公正さが 2013 年から緩やかに低下し、結社の自由は 2015 年にほんのわずか
悪化、そして表現の自由は 2015 年から 2016 年にかけて急激に低下した。一方、自由指標につい
ては、「法の下の平等」が 2015 年から段階的に下降する一方、司法や立法権から執政権への抑制
が 2017 年に急激に低下し、その変化は立法権からのそれにおいて著しかった。 
このように自由指標が大きく低下するブラジルでの最近の大きな出来事は、2016 年 8 月のルセ




まず 2017 年 5 月半ば、全国紙 O Globo がテメル大統領に関するある録音テープを暴露した。そ
の内容は、彼が、同年 3 月にブラジル最大の食肉加工会社 JBS の会長と面会した際、当時収監中
で、司法取引で自らの汚職を暴露しようとしていたクーニャ（Eduardo Cunha）元下院議長（与党
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PMDB の重鎮だがルセフ前大統領の弾劾を主導した人物）に対し口止め料を支払うよう促したと




支持率が低下した（当時の支持率は約 9%）。翌月には、すでに告訴されていた 2014 年大統領選で
の不正献金の件でテメルは無罪放免となったものの、それはこの訴訟を担当した最高選挙裁判所
判事らの多数がテメルに任用されていたからで、この判決は単にテメル政権への裁判所の服従姿
勢を示したものにすぎないと揶揄された［LNWR, 15 June 2017］。 
その後まもなくテメル大統領は、上記の JBS 社関連の収賄容疑などの罪で検察庁から起訴され
た［LNWR, 29 June 2017］。しかし 8 月初旬の、連邦下院における「現職大統領への審理の是非を




力」をしたという［LNDR, 2 August 2017］。 
しかし、9 月半ばに最高裁は、検察庁から公訴された新たな汚職（着服、収賄、司法妨害）容疑




流れたが、10 月末の採決で再びその訴えは否決された。つまりこれにより 2018 年末の任期終了










このような政治状況を背景に、2018 年 10 月初旬、テメル大統領の任期満了に伴う総選挙が実
                                                        
10 https://www.bbc.com/news/world-us-canada-40038650（2018 年 11 月 5 日アクセス） 
11 最高裁判所が現職大統領への起訴を受諾するか否か判断するには、連邦下院の承認が必要とされる［『サンパウ




































                                                        
13 また同様に、彼をアウトサイダーと呼ぶ論者もいるが、もしアウトサイダーの定義が「過去に一度も、選挙で
選ばれた公職（elective office）に就いたことがないもの［Levitsk & Ziblatt 2018, 53］」ということであれば、1991
年から連邦下院議員を７期も務めるボルソナロは断じてアウトサイダーではないだろう。 
14 菊池の報告によれば、今回の総選挙でボルソナロの与党・社会自由党は、サンパウロ州やリオデジャネイロ州
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に、ボルソナロ政権の成立がブラジル社会の二極分断化を助長する可能性も否めず、彼が打ち出
す諸政策の「効果」とも相まって、今後のブラジル社会に不寛容と暴力がはびこる可能性も否定








義指標が 2012 年から右肩下がりに下降し始めた一方で、選挙民主主義の低下はここ 2、3 年の緩
やかな傾向を示していた。また、表現および結社の自由も同じく微減であったが、「法の下の平等」





侵害であると国際的な非難を浴びた［LNDR, 27 September 2013］。しかし、メディナ（Danilo Medina）
大統領はこの判決を合憲だとして支持を与え、また、ますます国際的な非難が高まるなか、野党
各党も連帯してこの判決に支持を表明し、大統領に対し、国際的な圧力（脅迫）に屈せぬように










標が急激に悪化した 2013 年については、メディナ大統領および与党・ドミニカ解放党（Partido de 
la Liberación Dominicana：以下、解放党）による議会運営は、メディナ大統領への高い支持率（4
月時点では 70%）、経済状況の好転、そして、主要野党・ドミニカ革命党（Partido Revolucionario 
Dominicano：以下、革命党）の深刻かつ長引く内紛や断片化したその他の野党などが相まって、歳
出の削減や増税など国民に不人気な法案の審議さえ、政府の思惑どおりに極めてスムーズに進ん
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だ［LNRRC&CA, June 2013］。     





えば 2010 年総選挙直後の議席数に基づいたそれが 1.9 党だったのに対し、つぎの 2016 年総選挙













尻 2018, 69－70］。まず 2002 年に当時のメヒア（Hipólito Mejía）大統領（革命党）が、来る 2004
年の大統領選での自身の連続再選を可能にすべく、憲法規定中の連続再選禁止箇所を削除し、「一
度のみ連続再選可」と変更した。ただしこの時、同時に「大統領経験者は退任後再び立候補でき
ない」との文言を付け加た。その 2004 年大統領選では、結局、民主化以前の 1996 年から 2000 年
に大統領を務めた解放党のフェルナンデス（Leonel Fernández）がメヒアに勝利し（民主化前も含
めれば事実上の二選め）、その後、「一度のみ連続再選可」の規定を活用して 2008 年に連続再選（同
三選め）を果たし、2012 年まで政権に就いた。このフェルナンデス政権下でも 2010 年に憲法が改
正されたが、そこでは「大統領経験者の退任後の立候補禁止」箇所のみが削除され、「連続再選は
不可（＝連続でなければ何度でも再選可）」とだけ規定し直された。それは、当時の野党・革命党
党首とフェルナンデスとのあいだで、彼が次回 2012 年選挙に出馬しない代わりに、次々回 2016
年以降の大統領選ではその可能性を妨げないとの取引がなされたからだったという［LNDR, 27 







































                                                        
18 https://dominicantoday.com/dr/local/2018/03/21/medinas-approval-rating-falls-below-half-for-the-first-time/ 
https://dominicantoday.com/dr/local/2018/10/02/47-8-of-the-citizens-back-medina-45-3-dont-gallup-hoy-poll/ （ と も に




（2018 年 11 月 22 日アクセス） 
21 https://www.elcaribe.com.do/2018/10/03/panorama/diputado-advierte-si-danilismo-fuerza-segunda-reeleccion-se-divide-el-
pld/（2018 年 11 月 20 日アクセス） 
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